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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像表示機能および音声通話機能を有する複数の端末と、これら端末と通信回線を介し
て接続する電話制御装置と、映像を配信する映像配信端末とを含み、前記電話制御装置に
より前記端末および前記映像配信端末の呼制御を行うことにより、前記端末および前記映
像配信端末に関する通話を制御する電話システムであって、
　前記映像配信端末は、
　前記端末に対する呼出時に前記電話制御装置へ呼出メッセージを送信する制御部と、
　前記電話制御装置からの映像配信要求メッセージに応じて、マルチキャストで映像を配
信するマルチキャスト送信処理部と、
　前記電話制御装置からの音声通信要求メッセージに応じて、ユニキャストで入力音声を
送信するとともに、当該ユニキャストから音声を受信して出力するユニキャスト送受信処
理部と
　を含み、
　前記電話制御装置は、
　前記映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、前記端末へ呼出メッセージを送信す
るとともに、前記端末からの応答メッセージに応じて、当該応答端末以外の他の端末へ呼
出停止メッセージを送信する呼処理部と、
　前記映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、前記映像配信要求メッセージを前記
映像配信端末へ送信するとともに、前記端末からの応答メッセージに応じて音声要求メッ
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セージを前記映像配信端末および前記応答端末へ送信するメディア制御部と
　を含み、
　前記端末は、
　前記電話制御装置からの呼出メッセージに応じて、前記マルチキャストから映像を受信
して表示出力するとともに、前記電話制御装置からの呼出停止メッセージに応じて、前記
マルチキャストからの映像受信を停止するマルチキャスト受信処理部と、
　前記電話制御装置からの呼出メッセージに対する応答時に前記電話制御装置へ応答メッ
セージを送信する制御部と、
　前記電話制御装置からの音声要求メッセージに応じて、前記ユニキャストから音声を受
信して出力するとともに、当該ユニキャストで入力音声を送信するユニキャスト送受信処
理部と
　を含み、
　前記映像配信端末の制御部は、前記呼出メッセージにより、当該映像配信端末からの音
声送信のための第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を前記電
話制御装置へ通知し、
　前記端末の制御部は、前記応答メッセージにより、当該端末からの音声送信のための第
２のユニキャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を前記電話制御装置へ通知
し、
　前記電話制御装置のメディア制御部は、前記音声要求メッセージにより、前記呼出メッ
セージで通知された前記第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報
を前記応答端末へ通知するとともに、前記応答メッセージで通知された前記第２のユニキ
ャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を前記映像配信端末へ通知し、
　前記映像配信端末のユニキャスト送受信処理部は、前記第１のユニキャストアドレス情
報に基づく第１のユニキャストで前記音声を送信するとともに、前記音声要求メッセージ
で通知された前記第２のユニキャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで前記音
声を受信し、
　前記端末のユニキャスト送受信処理部は、前記第２のユニキャストアドレス情報に基づ
く第２のユニキャストで前記音声を送信するとともに、前記音声要求メッセージで通知さ
れた前記第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１のユニキャストで前記音声を受信
する
　ことを特徴とする電話システム。
【請求項２】
　映像表示機能および音声通話機能を有する複数の端末と、これら端末と通信回線を介し
て接続する電話制御装置と、映像を配信する映像配信端末とを含み、前記電話制御装置に
より前記端末および前記映像配信端末の呼制御を行うことにより、前記端末および前記映
像配信端末に関する通話を制御する電話システムで用いる電話制御方法であって、
　前記映像配信端末が、前記端末に対する呼出時に前記電話制御装置へ呼出メッセージを
送信するステップと、
　前記電話制御装置が、前記映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、前記映像配信
要求メッセージを前記映像配信端末へ送信するステップと、
　前記映像配信端末が、前記電話制御装置からの映像配信要求メッセージに応じて、マル
チキャストで映像を配信するステップと、
　前記電話制御装置が、前記映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、前記端末へ呼
出メッセージを送信するステップと、
　前記端末が、前記電話制御装置からの呼出メッセージに応じて、前記マルチキャストか
ら映像を受信して表示出力するステップと、
　前記端末が、前記電話制御装置からの呼出メッセージに対する応答時に前記電話制御装
置へ応答メッセージを送信するステップと、
　前記電話制御装置が、前記端末からの応答メッセージに応じて、当該応答端末以外の他
の端末へ呼出停止メッセージを送信するステップと、
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　前記端末が、前記電話制御装置からの呼出停止メッセージに応じて、前記マルチキャス
トからの映像受信を停止するステップと、
　前記電話制御装置が、前記映像配信端末からの応答メッセージに応じて、音声要求メッ
セージを前記映像配信端末および前記応答端末へ送信するステップと、
　前記映像配信端末が、前記電話制御装置からの音声通信要求メッセージに応じて、ユニ
キャストで入力音声を送信するとともに、当該ユニキャストから音声を受信して出力する
ステップと、
　前記端末が、前記電話制御装置からの音声要求メッセージに応じて、前記ユニキャスト
から音声を受信して出力するとともに、当該ユニキャストで入力音声を送信するステップ
と
　を備え、
　前記映像配信端末が、前記呼出メッセージにより、当該映像配信端末からの音声送信の
ための第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を前記電話制御装
置へ通知し、
　前記端末が、前記応答メッセージにより、当該端末からの音声送信のための第２のユニ
キャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を前記電話制御装置へ通知し、
　前記電話制御装置が、前記音声要求メッセージにより、前記呼出メッセージで通知され
た前記第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を前記応答端末へ
通知するとともに、前記応答メッセージで通知された前記第２のユニキャストを特定する
第２のユニキャストアドレス情報を前記映像配信端末へ通知し、
　前記映像配信端末が、前記第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１のユニキャス
トで前記音声を送信するとともに、前記音声要求メッセージで通知された前記第２のユニ
キャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで前記音声を受信し、
　前記端末が、前記第２のユニキャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで前記
音声を送信するとともに、前記音声要求メッセージで通知された前記第１のユニキャスト
アドレス情報に基づく第１のユニキャストで前記音声を受信する
　ことを特徴とする電話制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話制御技術に関し、特に１つの端末から複数の端末に対して映像を配信す
る技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電話システムは、ＬＡＮやＷＡＮなどの通信回線を介して電話制御装置と複数の端末と
の間でデータ通信を行うことにより、ＶｏＩＰなどの通信技術を用いた端末による通話を
実現するシステムである。
　このような電話システムの一例として、テレビドアホンを用いた電話システムがある。
テレビドアホンは、来訪者の映像を撮影するカメラを有し、来訪者の呼出操作に応じて、
撮影した映像を配信する機能を有している。これにより、各端末で来訪者の映像を確認し
た後、来訪者からの呼出に応答することが可能となる。
【０００３】
　このような電話システムでは、テレビドアホンなどの映像配信端末に、通信回線を介し
てユニキャストで映像を送信する機能を設け、映像配信端末から他の端末に対して個別の
ユニキャストで配信する方式がある。しかしながら、このような方式では、配信先となる
端末の数が多い場合、映像配信端末の送信処理負荷が増大するとともに、映像配信端末と
配信先端末との間のネットワーク負荷が増大するという問題点がある。
【０００４】
　従来、このような映像配信システムにおける映像配信技術として、映像配信端末からユ
ニキャストで送信した映像を交換機で一旦受信し、この交換機から複数の端末に対しマル
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チキャストで映像を配信する技術が提案されている（例えば、特許文献１など参照）。こ
れによれば、映像配信端末での送信処理負荷を軽減できるとともに、映像配信端末と交換
機との間のネットワーク負荷、および交換機と配信先端末との間のネットワーク負荷を軽
減することが可能となる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－２５４１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような従来技術では、映像配信端末からユニキャストで送信した映
像を交換機で一旦受信して、マルチキャストに変換して配信する必要がある。このため、
交換機におけるプロトコル変換の処理負担が増大するという問題点があった。
　本発明はこのような課題を解決するためのものであり、ネットワーク負荷およびプロト
コル変換処理負担を増大させることなく、映像配信端末からの映像を複数の端末へ配信す
ることが可能な電話システムおよび電話制御方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　このような目的を達成するために、本発明にかかる電話システム装置は、映像表示機能
および音声通話機能を有する複数の端末と、これら端末と通信回線を介して接続する電話
制御装置と、映像を配信する映像配信端末とを含み、電話制御装置により端末および映像
配信端末の呼制御を行うことにより、端末および映像配信端末に関する通話を制御する電
話システムであって、映像配信端末は、端末に対する呼出時に電話制御装置へ呼出メッセ
ージを送信する制御部と、電話制御装置からの映像配信要求メッセージに応じて、マルチ
キャストで映像を配信するマルチキャスト送信処理部と、電話制御装置からの音声通信要
求メッセージに応じて、ユニキャストで入力音声を送信するとともに、当該ユニキャスト
から音声を受信して出力するユニキャスト送受信処理部とを含み、電話制御装置は、映像
配信端末からの呼出メッセージに応じて、端末へ呼出メッセージを送信するとともに、端
末からの応答メッセージに応じて、当該応答端末以外の他の端末へ呼出停止メッセージを
送信する呼処理部と、映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、映像配信要求メッセ
ージを映像配信端末へ送信するとともに、端末からの応答メッセージに応じて音声要求メ
ッセージを映像配信端末および応答端末へ送信するメディア制御部とを含み、端末は、電
話制御装置からの呼出メッセージに応じて、マルチキャストから映像を受信して表示出力
するとともに、電話制御装置からの呼出停止メッセージに応じて、マルチキャストからの
映像受信を停止するマルチキャスト受信処理部と、電話制御装置からの呼出メッセージに
対する応答時に電話制御装置へ応答メッセージを送信する制御部と、電話制御装置からの
音声要求メッセージに応じて、ユニキャストから音声を受信して出力するとともに、当該
ユニキャストで入力音声を送信するユニキャスト送受信処理部とを含む。
【００１１】
　これに加えて、映像配信端末の制御部は、呼出メッセージにより、当該映像配信端末か
らの音声送信のための第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を
電話制御装置へ通知し、端末の制御部は、応答メッセージにより、当該端末からの音声送
信のための第２のユニキャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を電話制御装
置へ通知し、電話制御装置のメディア制御部は、音声要求メッセージにより、呼出メッセ
ージで通知された第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を応答
端末へ通知するとともに、応答メッセージで通知された第２のユニキャストを特定する第
２のユニキャストアドレス情報を映像配信端末へ通知し、映像配信端末のユニキャスト送
受信処理部は、第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１のユニキャストで音声を送
信するとともに、音声要求メッセージで通知された第２のユニキャストアドレス情報に基
づく第２のユニキャストで音声を受信し、端末のユニキャスト送受信処理部は、第２のユ
ニキャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで音声を送信するとともに、音声要
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求メッセージで通知された第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１のユニキャスト
で音声を受信するようにしたものである。
【００１２】
　また、本発明にかかる電話制御方法は、映像表示機能および音声通話機能を有する複数
の端末と、これら端末と通信回線を介して接続する電話制御装置と、映像を配信する映像
配信端末とを含み、電話制御装置により端末および映像配信端末の呼制御を行うことによ
り、端末および映像配信端末に関する通話を制御する電話システムで用いる電話制御方法
であって、映像配信端末が、端末に対する呼出時に電話制御装置へ呼出メッセージを送信
するステップと、電話制御装置が、映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、映像配
信要求メッセージを映像配信端末へ送信するステップと、映像配信端末が、電話制御装置
からの映像配信要求メッセージに応じて、マルチキャストで映像を配信するステップと、
電話制御装置が、映像配信端末からの呼出メッセージに応じて、端末へ呼出メッセージを
送信するステップと、端末が、電話制御装置からの呼出メッセージに応じて、マルチキャ
ストから映像を受信して表示出力するステップと、端末が、電話制御装置からの呼出メッ
セージに対する応答時に電話制御装置へ応答メッセージを送信するステップと、電話制御
装置が、端末からの応答メッセージに応じて、当該応答端末以外の他の端末へ呼出停止メ
ッセージを送信するステップと、端末が、電話制御装置からの呼出停止メッセージに応じ
て、マルチキャストからの映像受信を停止するステップと、電話制御装置が、映像配信端
末からの応答メッセージに応じて、音声要求メッセージを映像配信端末および応答端末へ
送信するステップと、映像配信端末が、電話制御装置からの音声通信要求メッセージに応
じて、ユニキャストで入力音声を送信するとともに、当該ユニキャストから音声を受信し
て出力するステップと、端末が、電話制御装置からの音声要求メッセージに応じて、ユニ
キャストから音声を受信して出力するとともに、当該ユニキャストで入力音声を送信する
ステップとを備えている。
【００１６】
　これに加えて、映像配信端末が、呼出メッセージにより、当該映像配信端末からの音声
送信のための第１のユニキャストを特定する第１のユニキャストアドレス情報を電話制御
装置へ通知し、端末が、応答メッセージにより、当該端末からの音声送信のための第２の
ユニキャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を電話制御装置へ通知し、電話
制御装置が、音声要求メッセージにより、呼出メッセージで通知された第１のユニキャス
トを特定する第１のユニキャストアドレス情報を応答端末へ通知するとともに、応答メッ
セージで通知された第２のユニキャストを特定する第２のユニキャストアドレス情報を映
像配信端末へ通知し、映像配信端末が、第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１の
ユニキャストで音声を送信するとともに、音声要求メッセージで通知された第２のユニキ
ャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで音声を受信し、端末が、第２のユニキ
ャストアドレス情報に基づく第２のユニキャストで音声を送信するとともに、音声要求メ
ッセージで通知された第１のユニキャストアドレス情報に基づく第１のユニキャストで音
声を受信するようにしたものである。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、映像配信端末から各端末に対して、映像をマルチキャストにより直接
配信できる。このため、映像配信端末から各端末に対して個別のユニキャストで映像を配
信する場合と比較して、映像配信端末から端末までのネットワーク負荷を軽減できる。ま
た、電話制御装置において、ユニキャストからマルチキャストへのプロトコル変換を行う
必要がなくなり、電話制御装置での処理負担を軽減できるとともに、電話制御装置自体の
構成を削減でき、電話システム全体のコストを低減することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
［第１の実施の形態］
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　まず、図１を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムについて説明
する。図１は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの構成を示すブロック図
である。
　この電話システム１は、全体としてＶｏＩＰなどの通信技術を用いた通話を実現する通
信システムからなり、電話制御装置２０、複数の端末３０、およびテレビドアホン（映像
配信端末）１０が、ＬＡＮやＷＡＮなどの通信回線５０を介して、データ通信可能に相互
接続されている。
【００１９】
［テレビドアホン］
　次に、図２を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムのテレビドア
ホンについて説明する。図２は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムのテレ
ビドアホンの構成を示すブロック図である。
【００２０】
　このテレビドアホン１０は、全体として映像および音声を取得して送信するドアホン装
置からなり、主な機能部として、操作入力部１１、カメラ１２、マイク１３、スピーカ
１４、制御部１５、映像エンコーダ１６、音声エンコーダ１７、音声デコーダ１８、およ
びプロトコル処理部１９が設けられている。
【００２１】
　操作入力部１１は、一般的な操作ボタンからなり、来訪者の呼出操作などの各種操作を
検出して制御部１５へ出力する機能を有している。
　カメラ１２は、来訪者の映像を撮影して映像エンコーダ１６へ出力する機能を有してい
る。
　マイク１３は、来訪者の音声を検出して音声エンコーダ１７へ出力する機能を有してい
る。
　スピーカ１４は、端末３０からの音声など、音声デコーダ１８から出力された音声を出
力する機能を有している。
【００２２】
　制御部１５は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、操作入力部１１での呼出操作に応じて
プロトコル処理部１９を介して電話制御装置２０へ呼出メッセージを送信する機能を有し
ている。
　映像エンコーダ１６は、専用の信号処理回路からなり、カメラ１２で撮影された映像を
エンコードしてプロトコル処理部１９へ出力する機能を有している。
　音声エンコーダ１７は、専用の信号処理回路からなり、マイク１３で検出した音声をエ
ンコードしてプロトコル処理部１９へ出力する機能を有している。
　音声デコーダ１８は、専用の信号処理回路からなり、プロトコル処理部１９で受信した
音声をデコードしてスピーカ１４へ出力する機能を有している。
　なお、映像エンコーダ１６、音声エンコーダ１７、音声デコーダ１８については、制御
部１５で実現されるソフトウェア機能部で実現してもよい。
【００２３】
　プロトコル処理部１９は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、通信回線５０を介して電話
制御装置２０および端末３０との間で、所定のプロトコルを用いて、各種メッセージ、映
像データ、および音声データをやり取りする機能を有している。
　プロトコル処理部１９には、主な処理部として、マルチキャスト送信処理部１９Ａとユ
ニキャスト送受信処理部１９Ｂが設けられている。
【００２４】
　マルチキャスト送信処理部１９Ａは、電話制御装置２０からの映像配信要求メッセージ
に応じて、当該映像配信要求メッセージで指定されたマルチキャストアドレス情報に基づ
くマルチキャストで、映像エンコーダ１６からの映像の配信を開始する機能と、電話制御
装置２０からの切断メッセージに応じて、当該切断メッセージで指定されたマルチキャス
トアドレス情報に基づくマルチキャストでの映像配信を停止する機能とを有している。
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【００２５】
　ユニキャスト送受信処理部１９Ｂは、電話制御装置２０からの音声要求メッセージに応
じて、当該音声要求メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャ
ストで、音声エンコーダ１７からの音声の送信を開始するとともに、当該ユニキャストか
らの音声の受信を開始する機能と、電話制御装置２０からの切断メッセージに応じて、当
該切断メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャストでの音声
送受信を停止する機能とを有している。このユニキャストについては、双方向ユニキャス
トを用いてもよく、送受信のそれぞれで別個のユニキャストを用いてもよい。
【００２６】
［電話制御装置］
　次に、図３を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの電話制御装
置について説明する。図３は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの電話制
御装置の構成を示すブロック図である。
【００２７】
　この電話制御装置２０は、全体としてサーバ装置やパーソナルコンピュータなどの情報
処理装置からなり、外部の電話網にアクセスすることにより、当該電話網を利用した端末
３０による通話、端末３０間の内線通話、および端末３０とテレビドアホン１０との間の
ドアホン通話を制御する機能を有している。
【００２８】
　電話制御装置２０には、主な機能部として、呼制御部２１とプロトコル処理部２９が設
けられている。
　呼制御部２１は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、主な処理部として、呼処理部２１Ａ
とメディア制御部２１Ｂが設けられている。
【００２９】
　呼処理部２１Ａは、端末３０に関する一般的な呼制御を行う機能を有しており、具体的
には、プロトコル処理部２９で受信したテレビドアホン１０からの呼出メッセージに応じ
て、テレビドアホン１０からのマルチキャストで用いるマルチキャストアドレス情報を含
む呼出メッセージを、プロトコル処理部２９から各端末３０へ送信する機能と、プロトコ
ル処理部２９で受信した端末３０からの応答メッセージに応じて、テレビドアホン１０か
らのマルチキャストで用いるマルチキャストアドレス情報を含む呼出停止メッセージを、
その応答端末３０以外の他の端末３０へプロトコル処理部２９から送信する機能と、プロ
トコル処理部２９で受信した端末３０からの切断メッセージに応じて、当該端末３０の通
信で使用している当該マルチキャストアドレス情報およびユニキャストアドレス情報を含
む切断メッセージを、プロトコル処理部２９からテレビドアホン１０に対して送信する機
能とを有している。
【００３０】
　メディア制御部２１Ｂは、端末３０に関する映像および音声に関する呼制御を行う機能
を有しており、具体的には、テレビドアホン１０からの呼出メッセージに応じて、テレビ
ドアホン１０からのマルチキャストで用いるマルチキャストアドレス情報を含む映像配信
要求メッセージを、プロトコル処理部２９からテレビドアホン１０へ送信する機能と、端
末３０からの応答メッセージに応じて、テレビドアホン１０からのユニキャストで用いる
ユニキャストアドレス情報を含む音声要求メッセージを、プロトコル処理部２９からテレ
ビドアホン１０および応答端末３０へ送信する機能を有している。
【００３１】
　プロトコル処理部２９は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、通信回線５０を介してテレ
ビドアホン１０および端末３０との間で、所定のプロトコルを用いて、各種メッセージ、
映像データ、および音声データをやり取りする機能を有している。
【００３２】
［端末］
　次に、図４を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末につい
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て説明する。図４は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末の構成を示
すブロック図である。
【００３３】
　この端末３０は、全体としてパーソナルコンピュータなどの情報処理装置からなり、主
な機能部として、操作入力部３１、画面表示部３２、スピーカ３３、マイク３４、制御部
３５、映像デコーダ３６、音声デコーダ３７、音声エンコーダ３８、およびプロトコル処
理部３９が設けられている。
【００３４】
　操作入力部３１は、一般的な操作ボタンからなり、利用者の呼出、応答、終話などの各
種操作を検出して出力する機能を有している。
　画面表示部３２は、ＬＣＤなどの画面表示装置からなり、テレビドアホン１０からの映
像など、映像デコーダ３６から出力された各種映像や画像を画面表示する機能を有してい
る。
　スピーカ３３は、テレビドアホン１０からの音声など、音声デコーダ３７から出力され
た各種音声や呼出音を出力する機能を有している。
　マイク３４は、利用者の音声を検出して音声エンコーダ３８へ出力する機能を有してい
る。
【００３５】
　制御部３５は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、操作入力部３１での応答操作に応じて
プロトコル処理部３９を介して電話制御装置２０へ応答メッセージを送信する機能と、操
作入力部３１での終話操作に応じてプロトコル処理部３９を介して電話制御装置２０へ切
断メッセージを送信する機能とを有している。
【００３６】
　映像デコーダ３６は、専用の信号処理回路からなり、プロトコル処理部３９で受信した
映像をデコードして画面表示部３２へ出力する機能を有している。
　音声デコーダ３７は、専用の信号処理回路からなり、プロトコル処理部３９で受信した
音声をデコードしてスピーカ３３へ出力する機能を有している。
　音声エンコーダ３８は、専用の信号処理回路からなり、マイク３４で検出した音声をエ
ンコードしてプロトコル処理部３９へ出力する機能を有している。
【００３７】
　プロトコル処理部３９は、ＣＰＵなどの制御回路からなり、通信回線５０を介してテレ
ビドアホン１０および電話制御装置２０との間で、所定のプロトコルを用いて、各種メッ
セージ、映像データ、および音声データをやり取りする機能を有している。
　プロトコル処理部３９には、主な処理部として、マルチキャスト受信処理部３９Ａとユ
ニキャスト送受信処理部３９Ｂが設けられている。
【００３８】
　マルチキャスト受信処理部３９Ａは、電話制御装置２０からの呼出メッセージに応じて
、当該呼出メッセージで指定されたマルチキャストアドレス情報に対応するマルチキャス
トからの映像の受信を開始して、映像デコーダ３６へ出力する機能と、電話制御装置２０
からの呼出停止メッセージに応じて、当該呼出停止メッセージで指定されたマルチキャス
トアドレス情報に対応するマルチキャストからの映像受信を停止する機能と、操作入力部
３１での終話操作に応じて、通信中のマルチキャストからの映像受信を停止する機能とを
有している。
【００３９】
　ユニキャスト送受信処理部３９Ｂは、電話制御装置２０からの音声要求メッセージに応
じて、当該音声要求メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャ
ストから音声の受信を開始とともに、当該ユニキャストで音声エンコーダ３８からの音声
の送信を開始する機能と、操作入力部３１での終話操作に応じて、通信中のユニキャスト
での音声送受信を停止する機能とを有している。このユニキャストについては、双方向ユ
ニキャストを用いてもよく、送受信のそれぞれで別個のユニキャストを用いてもよい。
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【００４０】
［第１の実施の形態の動作］
　次に、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの動作について説明する。ここ
では、テレビドアホン１０、電話制御装置２０、および端末３０のそれぞれの動作につい
て個別に説明し、その後、電話システム全体の動作について説明する。
【００４１】
［テレビドアホンの動作］
　まず、図５を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムのテレビドア
ホンの動作について説明する。図５は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システム
のテレビドアホンの呼出処理を示すフローチャートである。
　テレビドアホン１０は、使用されていないアイドル状態において、操作入力部１１によ
り、来訪者の呼出操作を検出した場合、図５の呼出処理を開始する。
【００４２】
　まず、制御部１５は、操作入力部１１での呼出操作に応じてプロトコル処理部１９を介
して電話制御装置２０へ呼出メッセージを送信する（ステップ１００）。
　その後、プロトコル処理部１９は、待機状態（ステップ１０１）となり、電話制御装置
２０からの映像配信要求メッセージを受信した場合（ステップ１０２：ＹＥＳ）、マルチ
キャスト送信処理部１９Ａにより、当該映像配信要求メッセージで指定されたマルチキャ
ストアドレス情報に基づくマルチキャストで、カメラ１２で撮影した映像エンコーダ１６
からの映像の配信を開始し（ステップ１０３）、ステップ１０１へ戻る。これにより、テ
レビドアホン１０は呼出状態（応答待ち）となる。
【００４３】
　一方、ステップ１０１の待機状態において、電話制御装置２０からの音声要求メッセー
ジを受信した場合（ステップ１０４：ＹＥＳ）、ユニキャスト送受信処理部１９Ｂにより
、当該音声要求メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャスト
で、マイク１３で検出した音声エンコーダ１７からの音声の送信を開始するとともに、当
該ユニキャストアドレス情報に基づくユニキャストから音声を受信して、音声デコーダ１
８への出力を開始し（ステップ１０５）、ステップ１０１へ戻る。これにより、テレビド
アホン１０は、応答端末３０と通話状態となる。
【００４４】
　一方、ステップ１０１の待機状態において、電話制御装置２０からの切断メッセージを
受信した場合（ステップ１０６：ＹＥＳ）、マルチキャスト送信処理部１９Ａにより、当
該切断メッセージで指定されたマルチキャストアドレス情報に基づくマルチキャストでの
映像配信を停止する（ステップ１０７）。同じく、ユニキャスト送受信処理部１９Ｂによ
り、当該音声要求メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャス
トでの音声送信を停止するとともに、当該ユニキャストからの音声受信を停止し（ステッ
プ１０８）、一連の呼出処理を終了する。これにより、テレビドアホン１０は、アイドル
状態となる。
【００４５】
［電話制御装置の動作］
　次に、図６を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの電話制御装
置の動作について説明する。図６は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの
電話制御装置のドアホン制御処理を示すフローチャートである。
　電話制御装置２０は、プロトコル処理部２９により、テレビドアホン１０からの呼出メ
ッセージを受信した場合、図６のドアホン制御処理を開始する。
【００４６】
　まず、呼制御部２１は、呼処理部２１Ａにより、テレビドアホン１０からのマルチキャ
ストで用いるマルチキャストアドレス情報を含む呼出メッセージを、プロトコル処理部２
９から各端末３０へ送信するとともに（ステップ２００）、メディア制御部２１Ｂにより
、当該マルチキャストアドレス情報を含む映像配信要求メッセージを、プロトコル処理部
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２９からテレビドアホン１０へ送信する（ステップ２０１）。
【００４７】
　このマルチキャストアドレス情報については、複数のマルチキャストアドレス情報を記
憶部（図示せず）に予め設定しておき、そのうちから使用されていないマルチキャストア
ドレス情報を選択すればよい。
　また、後述するユニキャストアドレス情報についても、複数のユニキャストアドレス情
報を記憶部（図示せず）に予め設定しておき、そのうちから使用されていないユニキャス
トアドレス情報を選択すればよい。
【００４８】
　その後、プロトコル処理部２９は、待機状態となり（ステップ２０２）、端末３０から
の応答メッセージを受信した場合（ステップ２０３：ＹＥＳ）、呼処理部２１Ａにより、
テレビドアホン１０からのマルチキャストで用いるマルチキャストアドレス情報を含む呼
出停止メッセージを、その応答端末３０以外の他の端末３０へプロトコル処理部２９から
送信する（ステップ２０４）。
　続いて、メディア制御部２１Ｂにより、テレビドアホン１０からのユニキャストで用い
るユニキャストアドレス情報を含む音声要求メッセージを、プロトコル処理部２９からテ
レビドアホン１０へ送信するとともに（ステップ２０５）、応答端末３０へ送信し（ステ
ップ２０６）、ステップ２０２へ戻る。
【００４９】
　一方、メッセージ受信待機状態において、電話制御装置２０からの切断メッセージを受
信した場合（ステップ２０７：ＹＥＳ）、呼処理部２１Ａにより、当該切断メッセージの
送信元である応答端末３０で使用しているマルチキャストアドレス情報およびユニキャス
トアドレス情報を含む切断メッセージを、プロトコル処理部２９からテレビドアホン１０
に対して送信し（ステップ２０８）、一連のドアホン制御処理を終了する。
【００５０】
［端末の動作］
　次に、図７を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末の動作
について説明する。図７は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末の着
信制御処理を示すフローチャートである。
　端末３０は、使用されていないアイドル状態において、プロトコル処理部３９により、
電話制御装置２０からの呼出メッセージを受信した場合、図７の着信制御処理を開始する
。
【００５１】
　まず、プロトコル処理部３９は、マルチキャスト受信処理部３９Ａにより、当該呼出メ
ッセージで指定されたマルチキャストアドレス情報に対応するマルチキャストからの映像
の受信を開始して、映像デコーダ３６へ出力する（ステップ３００）。これにより、端末
３０はドアホン着信状態となり、画像表示部３２において、来訪者の映像表示が開始され
る。
【００５２】
　その後、プロトコル処理部３９は、待機状態（ステップ３０１）となり、電話制御装置
２０からの呼出停止メッセージを受信した場合（ステップ３０２：ＹＥＳ）、マルチキャ
スト受信処理部３９Ａにより、当該呼出停止メッセージで指定されたマルチキャストアド
レス情報に対応するマルチキャストからの映像受信を停止し（ステップ３０３）、一連の
着信制御処理を終了する。これにより、端末３０はアイドル状態となる。
【００５３】
　一方、ステップ３０１の待機状態において、操作入力部３１での応答操作が検出された
場合（ステップ３０４：ＹＥＳ）、制御部３５は、プロトコル処理部３９を介して電話制
御装置２０へ応答メッセージを送信する（ステップ３０５）。
【００５４】
　その後、プロトコル処理部３９は、待機状態（ステップ３０６）となり、電話制御装置
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２０からの音声要求メッセージを受信した場合（ステップ３０７：ＹＥＳ）、ユニキャス
ト送受信処理部３９Ｂにより、当該音声要求メッセージで指定されたユニキャストアドレ
ス情報に基づくユニキャストから音声の受信を開始するとともに、当該ユニキャストで音
声エンコーダ３８からの音声の送信を開始し（ステップ３０８）、ステップ３０６へ戻る
。これにより、端末３０は、テレビドアホン１０との通話状態となる。
【００５５】
　一方、ステップ３０６の待機状態において、操作入力部３１での応答操作が検出された
場合（ステップ３０９：ＹＥＳ）、制御部３５により、プロトコル処理部３９を介して電
話制御装置２０へ切断メッセージを送信する（ステップ３１０）。同じく、プロトコル処
理部３９は、マルチキャスト受信処理部３９Ａにより、通信中のマルチキャストからの映
像受信を停止するとともに、ユニキャスト送受信処理部３９Ｂにより、通信中のユニキャ
ストによる音声送受信を停止し（ステップ３１１）、一連の着信制御処理を終了する。こ
れにより、端末３０は、アイドル状態となる。
【００５６】
［電話システム全体の動作］
　次に、図８を参照して、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの全体動作に
ついて説明する。図８は、本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの全体動作を
示すシーケンス図である。
　ここでは、テレビドアホン１０での呼出操作に応じて、端末３０Ａ，３０Ｂを呼び出し
た後、端末３０Ａでの応答操作に応じて、応答端末３０Ａとテレビドアホン１０との間で
通話を行う場合を例として説明する。
【００５７】
　テレビドアホン１０において、来訪者により呼出操作が行われた場合（ステップ４００
）、テレビドアホン１０から電話制御装置２０に対して呼出メッセージが送信される（ス
テップ４０１）。
　電話制御装置２０は、テレビドアホン１０からの呼出メッセージに応じて、テレビドア
ホン１０に対して映像配信要求を送信するとともに（ステップ４０２）、端末３０Ａ，３
０Ｂへ呼出メッセージを送信する（ステップ４０３）。
【００５８】
　この際、映像配信要求メッセージと呼出メッセージには、テレビドアホン１０からのマ
ルチキャストで用いるマルチキャストアドレス情報が含まれている。
　テレビドアホン１０は、電話制御装置２０からの映像配信要求メッセージに応じて、当
該マルチキャストアドレス情報に基づくマルチキャストで、来訪者を撮影した映像の配信
を開始する（ステップ４０４）。
　一方、端末３０Ａ，３０Ｂは、電話制御装置２０からの呼出メッセージに応じて、当該
マルチキャストアドレス情報と対応するマルチキャストから映像を受信して画面表示する
。これにより、端末３０Ａ，３０Ｂにおいて来訪者の映像が表示され、テレビドアホン１
０からのドアホン着信状態となる。
【００５９】
　この後、端末３０Ａにおいて、ドアホン着信に対する応答操作が行われた場合（ステッ
プ４１０）、応答端末３０Ａから電話制御装置２０に対して応答メッセージが送信される
（ステップ４１１）。
　電話制御装置２０は、この応答メッセージに応じて、応答端末３０Ａ以外の端末、ここ
では端末３０Ｂに対して呼出停止メッセージを送信する（ステップ４１２）。
【００６０】
　この際、呼出停止メッセージには、テレビドアホン１０からのマルチキャストで用いる
マルチキャストアドレス情報が含まれている。
　端末３０Ｂは、この呼出停止メッセージに応じて、当該マルチキャストアドレス情報に
基づくマルチキャストからの映像の受信を停止する（ステップ４１３）。これにより、端
末３０Ｂでの映像表示が停止され、ドアホン着信状態からアイドル状態へ移行し、端末３
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０Ａでのみ来訪者の映像が表示されることになる。
【００６１】
　また、電話制御装置２０は、応答端末３０Ａからの応答メッセージに応じて、テレビド
アホン１０に対して音声通信要求メッセージを送信するとともに（ステップ４１４）、応
答端末３０Ａに対して音声通信要求メッセージを送信する（ステップ４１５）。
　この際、音声通信要求メッセージには、テレビドアホン１０と応答端末３０Ａとの間の
ユニキャストで用いるユニキャストアドレス情報が含まれている。
　テレビドアホン１０と応答端末３０Ａは、このユニキャストアドレス情報に基づいて、
音声の送受信を開始する（ステップ４１６）。これにより、応答端末３０Ａでは、来訪者
の映像を表示しながら、テレビドアホン１０とのドアホン通話状態となる。
【００６２】
　その後、応答端末３０Ａにおいて、終話操作が行われた場合（ステップ４２０）、応答
端末３０Ａにおいて、テレビドアホン１０と通信中のマルチキャストからの映像受信を停
止するとともに、同じくユニキャストでの音声送受信を停止し、電話制御装置２０に対し
て切断メッセージを送信する（ステップ４２１）。
　電話制御装置２０は、応答端末３０Ａからの切断メッセージに応じて、テレビドアホン
１０へ切断メッセージを送信する（ステップ４２２）。
　この際、これら切断メッセージには、マルチキャストで用いたマルチキャストアドレス
情報と、ユニキャストで用いたユニキャストアドレス情報が含まれている。なお、切断対
象となるマルチキャストやユニキャストが特定できる場合には、これらマルチキャストア
ドレス情報およびユニキャストアドレス情報を切断メッセージで通知する必要はない。
【００６３】
　テレビドアホン１０は、この切断メッセージに応じて、当該切断メッセージで指定され
たマルチキャストアドレス情報に基づくマルチキャストでの映像配信を停止するとともに
、当該切断メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャストでの
音声送受信を停止する。
　これにより、テレビドアホン１０と応答端末３０Ａとのドアホン通話が終了する。
【００６４】
［第１の実施の形態の効果］
　このように、本実施の形態では、テレビドアホン１０から各端末３０に対して、来訪者
の映像をマルチキャストにより直接配信できる。このため、テレビドアホン１０から各端
末３０に対して個別のユニキャストで映像を配信する場合と比較して、テレビドアホン１
０から端末３０までのネットワーク負荷を軽減できる。また、電話制御装置２０において
、ユニキャストからマルチキャストへのプロトコル変換を行う必要がなくなり、電話制御
装置２０での処理負担を軽減できるとともに、電話制御装置２０自体の構成を削減でき、
電話システム全体のコストを低減することが可能となる。
【００６５】
　また、呼出時の映像をマルチキャストでテレビドアホン１０から各端末３０へ配信して
おき、任意の端末での応答に応じて電話制御装置２０から応答端末以外の他の端末に対し
て呼出停止メッセージを送信し、この呼出停止メッセージに応じて当該端末でマルチキャ
ストからの映像受信を停止するようにしたので、端末呼出時と応答以降のドアホン通話時
の両方で、マルチキャストを共用することができる。このため、応答時にそれまで使用し
ていたマルチキャストを停止して、新たなユニキャストでテレビドアホン１０から端末３
０へ映像を配信するという呼制御が不要となる。これにより、テレビドアホン１０および
応答端末における応答時の呼制御処理負担を軽減することが可能となる。
【００６６】
　また、本実施の形態では、電話制御装置２０からの映像配信要求メッセージにより、マ
ルチキャストアドレス情報をテレビドアホン１０へ通知し、テレビドアホン１０で、この
映像配信要求メッセージで通知されたマルチキャストアドレス情報に基づくマルチキャス
トで映像を配信し、電話制御装置２０から、このメッセージにより、マルチキャストアド
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レス情報を端末３０へ通知し、端末３０で、この呼出メッセージで通知されたマルチキャ
ストアドレス情報に対応するマルチキャストから、映像を受信して表示出力するようにし
たので、マルチキャストアドレス情報を通知するための別途メッセージをやり取りする必
要がなくなり、電話システム全体の呼制御処理負担を軽減できる。
【００６７】
　また、本実施の形態では、電話制御装置２０からの音声要求メッセージにより、ユニキ
ャストアドレス情報を映像配信端末および応答端末へ通知し、テレビドアホン１０と端末
３０との間で、この音声通信要求メッセージで通知されたユニキャストアドレス情報に基
づくユニキャストで音声を送受信するようにしたので、ユニキャストアドレス情報を通知
するための別途メッセージをやり取りする必要がなくなり、電話システム全体の呼制御処
理負担を軽減できる。
【００６８】
［第２の実施の形態］
　次に、図９を参照して、本発明の第２の実施の形態にかかる電話システムについて説明
する。図９は、本発明の第２の実施の形態にかかる電話システムの全体動作を示すシーケ
ンス図である。
　第１の実施の形態では、電話制御装置２０でマルチキャストアドレス情報やユニキャス
トアドレス情報を管理している場合を例として説明した。本実施の形態では、テレビドア
ホン１０でマルチキャストアドレス情報とユニキャストアドレス情報を管理し、端末３０
でユニキャストアドレス情報を管理する場合を例として説明する。
【００６９】
　マルチキャストアドレス情報については、１つ以上のマルチキャストアドレス情報をテ
レビドアホン１０の記憶部（図示せず）に予め設定しておき、そのうちから使用されてい
ないマルチキャストアドレス情報を選択すればよい。
　また、ユニキャストアドレス情報についても、１つ以上のユニキャストアドレス情報を
端末３０の記憶部（図示せず）に予め設定しておき、そのうちから使用されていなユニキ
ャストアドレス情報を選択すればよい。
　また、テレビドアホン１０、電話制御装置２０、および端末３０の構成については、マ
ルチキャストアドレス情報やユニキャストアドレス情報の扱いが異なるものの、その他の
構成については第１の実施の形態と同等であり、ここでの詳細な説明は省略する。
【００７０】
［電話システム全体の動作］
　次に、図９を参照して、本発明の第２の実施の形態にかかる電話システムの全体動作に
ついて説明する。
　ここでは、テレビドアホン１０での呼出操作に応じて、端末３０Ａ，３０Ｂを呼び出し
た後、端末３０Ａでの応答操作に応じて、応答端末３０Ａとテレビドアホン１０との間で
通話を行う場合を例として説明する。
【００７１】
　テレビドアホン１０において、来訪者により呼出操作が行われた場合（ステップ５００
）、テレビドアホン１０の制御部１５から電話制御装置２０に対してマルチキャストアド
レス情報とユニキャストアドレス情報（第１のユニキャストアドレス情報）を含む呼出メ
ッセージが送信される（ステップ５０１）。このユニキャストアドレス情報は、テレビド
アホン１０からの音声送信のためのユニキャスト（第１のユニキャスト）を特定するもの
である。
【００７２】
　電話制御装置２０は、メディア制御部２１Ｂにより、テレビドアホン１０からの呼出メ
ッセージに応じて、テレビドアホン１０に対して映像配信要求を送信するとともに（ステ
ップ５０２）、呼処理部２１Ａにより、端末３０Ａ，３０Ｂへ、テレビドアホン１０から
通知されたマルチキャストアドレス情報を含む呼出メッセージを送信する（ステップ５０
３）。
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【００７３】
　テレビドアホン１０は、マルチキャスト送信処理部１９Ａにより、電話制御装置２０か
らの映像配信要求メッセージに応じて、ステップ５０１の呼出メッセージで通知したマル
チキャストアドレス情報に基づくマルチキャストで、来訪者を撮影した映像の配信を開始
する（ステップ５０４）。
　一方、端末３０Ａ，３０Ｂは、電話制御装置２０からの呼出メッセージに応じて、当該
マルチキャストアドレス情報と対応するマルチキャストから映像を受信して画面表示する
。これにより、端末３０Ａ，３０Ｂにおいて来訪者の映像が表示され、テレビドアホン１
０からのドアホン着信状態となる。
【００７４】
　この後、端末３０Ａにおいて、ドアホン着信に対する応答操作が行われた場合（ステッ
プ５１０）、応答端末３０Ａは、制御部３５により、電話制御装置２０に対してユニキャ
ストアドレス情報（第２のユニキャストアドレス情報）を含む応答メッセージを送信する
（ステップ５１１）。このユニキャストアドレス情報は、応答端末３０Ａからの音声送信
のためのユニキャスト（第２のユニキャスト）を特定するものである。
【００７５】
　電話制御装置２０は、この応答メッセージに応じて、応答端末３０Ａ以外の端末、ここ
では端末３０Ｂに対して呼出停止メッセージを送信する（ステップ５１２）。この際、呼
出停止メッセージには、テレビドアホン１０からのマルチキャストで用いるマルチキャス
トアドレス情報が含まれている。
【００７６】
　端末３０Ｂは、この呼出停止メッセージに応じて、当該マルチキャストアドレス情報に
基づくマルチキャストからの映像の受信を停止する（ステップ５１３）。これにより、端
末３０Ｂでの映像表示が停止され、ドアホン着信状態からアイドル状態へ移行し、端末３
０Ａでのみ来訪者の映像が表示されることになる。
【００７７】
　また、電話制御装置２０は、メディア制御部２１Ｂにより、応答端末３０Ａからの応答
メッセージに応じて、テレビドアホン１０に対して音声通信要求メッセージを送信すると
ともに（ステップ５１４）、応答端末３０Ａに対して音声通信要求メッセージを送信する
（ステップ５１５）。
　この際、テレビドアホン１０宛の音声通信要求メッセージには、応答端末３０Ａから通
知されたユニキャストアドレス情報が含まれており、応答端末３０Ａ宛の音声通信要求メ
ッセージには、テレビドアホン１０から通知さたユニキャストアドレス情報が含まれてい
る。
【００７８】
　テレビドアホン１０と応答端末３０Ａは、これらユニキャストアドレス情報に基づいて
、音声の送受信を開始する（ステップ５１６）。これにより、応答端末３０Ａでは、来訪
者の映像を表示しながら、テレビドアホン１０とのドアホン通話状態となる。
　この際、テレビドアホン１０は、ユニキャスト送受信処理部１９Ｂにより、ステップ５
０１の呼出メッセージで通知したユニキャストアドレス情報（第１のユニキャスト情報）
に基づくユニキャスト（第１のユニキャスト）で応答端末３０Ａへ音声を送信するととも
に、ステップ５１４の音声通信要求メッセージで通知されたユニキャストアドレス情報（
第２のユニキャスト情報）に基づくユニキャスト（第２のユニキャスト）で応答端末３０
Ａからの音声を受信する。
【００７９】
　また、応答端末３０Ａは、ユニキャスト送受信処理部３９Ｂにより、ステップ４１１の
応答メッセージで通知したユニキャストアドレス情報（第２のユニキャスト情報）に基づ
くユニキャスト（第２のユニキャスト）でテレビドアホン１０へ音声を送信するとともに
、ステップ５１５の音声通信要求メッセージで通知されたユニキャストアドレス情報（第
１のユニキャスト情報）に基づくユニキャスト（第１のユニキャスト）でテレビドアホン
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１０からの音声を受信する。
【００８０】
　その後、応答端末３０Ａにおいて、終話操作が行われた場合（ステップ５２０）、応答
端末３０Ａにおいて、テレビドアホン１０と通信中のマルチキャストからの映像受信を停
止するとともに、同じくユニキャストでの音声送受信を停止し、電話制御装置２０に対し
て切断メッセージを送信する（ステップ５２１）。
　電話制御装置２０は、応答端末３０Ａからの切断メッセージに応じて、テレビドアホン
１０へ切断メッセージを送信する（ステップ５２２）。
　この際、これら切断メッセージには、マルチキャストで用いたマルチキャストアドレス
情報と、ユニキャストで用いたユニキャストアドレス情報が含まれている。なお、切断対
象となるマルチキャストやユニキャストが特定できる場合には、これらマルチキャストア
ドレス情報およびユニキャストアドレス情報を切断メッセージで通知する必要はない。
【００８１】
　テレビドアホン１０は、この切断メッセージに応じて、当該切断メッセージで指定され
たマルチキャストアドレス情報に基づくマルチキャストでの映像配信を停止するとともに
、当該切断メッセージで指定されたユニキャストアドレス情報に基づくユニキャストでの
音声送受信を停止する。
　これにより、テレビドアホン１０と応答端末３０Ａとのドアホン通話が終了する。
【００８２】
［第２の実施の形態の効果］
　このように本実施の形態では、電話制御装置２０を介して、テレビドアホン１０が管理
するマルチキャストアドレス情報とユニキャストアドレス情報を端末３０へ通知し、端末
３０が管理するユニキャストアドレス情報をテレビドアホン１０へ通知するようにしたの
で、これらマルチキャストアドレス情報とユニキャストアドレス情報を電話制御装置２０
で管理する必要がなくなる。このため、予め個別のマルチキャストアドレス情報やユニキ
ャストアドレス情報を有するテレビドアホン１０や端末３０であっても、電話制御装置２
０への登録処理を行うことなく、容易に対応することが可能となる。
【００８３】
［実施の形態の拡張］
　以上では、電話制御装置２０が、サーバ装置やパーソナルコンピュータなどの情報処理
装置から実現されており、端末３０が、パーソナルコンピュータなどの情報処理装置から
実現されている場合を例として説明したが、これに限定されるものではない。例えば、電
話制御装置２０を、交換機やボタン電話システムの主装置で実現し、端末３０を当該交換
機に接続された内線電話機や当該ボタン電話システムに接続された内線電話機で実現して
もよい。
【００８４】
　また、以上では、映像配信端末の具体例としてテレビドアホン１０を用いて説明したが
、これに限定されるものではなく、カメラで撮影した映像、さらには外部装置から取得し
て蓄積されている映像を配信する機能を備える端末であれば、いずれの端末でもよい。
　また、以上では、外部の電話網との間で呼制御を行う機能が電話制御装置２０に設けら
れている場合を例として説明したが、これに限定されるものではなく、電話制御装置２０
が当該電話システムに接続されている端末間に関する呼制御を行う機能のみを持つ場合で
も、本発明を同様にして適用でき、同様の作用効果が得られる。
　また、以上では、ＩＰ電話技術やＶｏＩＰ通信技術を前提として説明したが、これに限
定されるものではなく、他の通信技術を用いてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムのテレビドアホンの構成を示す
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ブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの電話制御装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末の構成を示すブロック図
である。
【図５】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムのテレビドアホンの呼出処理を
示すフローチャートである。
【図６】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの電話制御装置のドアホン制御
処理を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの端末の着信制御処理を示すフ
ローチャートである。
【図８】本発明の第１の実施の形態にかかる電話システムの全体動作を示すシーケンス図
である。
【図９】本発明の第２の実施の形態にかかる電話システムの全体動作を示すシーケンス図
である。
【符号の説明】
【００８６】
　１…電話システム、１０…テレビドアホン（映像配信端末）、１１…操作入力部、１２
…カメラ、１３…マイク、１４…スピーカ、１５…制御部、１６…映像エンコーダ、１７
…音声エンコーダ、１８…音声デコーダ、１９…プロトコル処理部、１９Ａ…マルチキャ
スト送信処理部、１９Ｂ…ユニキャスト送受信処理部、２０…電話制御装置、２１…呼制
御部、２１Ａ…呼処理部、２１Ｂ…メディア制御部、２９…プロトコル処理部、３０…端
末、３１…操作入力部、３２…画面表示部、３３…スピーカ、３４…マイク、３５…制御
部、３６…映像デコーダ、３７…音声デコーダ、３８…音声エンコーダ、３９…プロトコ
ル処理部、３９Ａ…マルチキャスト受信処理部、３９Ｂ…ユニキャスト送受信処理部、５
０…通信回線。
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